
「令和元年度ふくしま『学びのスタンダード』推進事業」推進地域の取組

下郷町立下郷中学校、下郷町立楢原小学校パイロット校名

下郷町立旭田小学校、下郷町立江川小学校推進協力校名

下郷町では児童生徒に確かな学力を身に付けさせるために、平成１７年度から「四つ葉の

クローバープラン」事業を継続して進めている 「学びのスタンダード」推進事業も、この。

組織をもとに町内の小・中学校が連携して推進し、今年度は３年目の取組を進めてきた。

（１） 日々の授業づくり、授業改善のよりどころとしての活用

① 授業における課題の改善のためのヒントとして 「授業スタンダード」の手立てを、

日々の授業に取り入れ、授業の充実に向けて活用してきた。

、「 」 、② 研究授業においても 授業スタンダード の視点を取り入れた授業づくりを行い

それを指導案に明記し

て授業を実践した。事

後の研究協議において

「 」も 授業スタンダード

を話合いの視点として

活用し、授業について

の協議を進めた。

（２） 「チェックシート」を活用した授業の振り返り

① 年度当初に「授業スタンダード」チェックシートを用いて授業のチェックを行い、

授業の課題や学校全体としての強みと課題を洗

い出し、重点項目を決めたり、新たな項目を付

け加えたりして自校化を図った。自己チェック

を年間５回行い、日々の授業を振り返ることで

授業改善に役立てた。

② 研究授業においては、参観者が「授業スタン

ダード」の視点で授業をチェックすることをね

らいとして活用した。授業者は、参観者からの

客観的な評価をもとに自分の授業を振り返り、

課題を明らかにした。

③ 推進教師が町内各校の「授業スタンダード」

チェックシート結果を集約し、推進地域として

の傾向を分析し、推進会議や「学びのスタンダ

ードだよりで強みや課題を共有した。

＜チェック結果の集約＞

下郷町四つ葉のクローバープランをもとにした

「学びのスタンダード」推進事業（３年次）

１ 推進地域における「授業スタンダード」の活用について

（様式１）



（様式１）

（１） 指導体制の工夫について

① 中学校国語科・数学科における「タテ持ち （パイロット校Ⅰ：下郷中学校）」

国語科、数学科において「タテ持ち」の指導体制

とした。国語科では、２名の教員が１学年から３学

年までの国語科の授業を担当し、学年の系統性を捉

え、中学校３年間を見通した指導ができるようにし

た。具体的には右図のような指導体制をとった。

数学科では、推進教師及び町雇用を含めた

３名の数学科教員で「タテ持ち」の指導体制

をとった。個の実態に応じた指導ができるよ

うに、１・２年生をＴ･Ｔによる指導体制と

、 。し ３年生は習熟度別による指導体制とした

具体的には左図のような指導体制をとった。

② 小学校算数科における「教科担任制 （パイロット校Ⅱ：楢原小学校）」

第４学年・第５学年の算数科を推進教

師による教科担任制とした。教師の専門

性を生かした指導及び児童の実態に応じ

たきめ細かな指導を行うことができるよ

う、推進教師をＴ１、学級担任をＴ２と

するＴ･Ｔによる指導体制とした。

（２） 授業づくり相談会（ざっくばらん相談会）の実施（パイロット校Ⅱ：楢原小学校）

研究授業および日々の授業づくりについて、校内で授業づくり相談会を実施した。

、 「 」 、パイロット校Ⅱ楢原小学校では 授業づくり相談会を ざっくばらん相談会 と呼び

研究授業に向けては、指導案の作成前の構想段階や作成途中に相談会を複数回実施し

た。教員同士でざっくばらんに意見を交わし、授業者とともに授業づくりについて考

※ 以下「ざっくばらん相談会」の例えてきた。

＜１回目の相談会＞

指導案作成の構想段階に実施し、授業

者と参加者で教科書や指導書を確認しな

がら授業のイメージづくりを行った。

＜２回目の相談会＞

指導案の作成途中に実施し、１回目の

相談会をもとに授業者が考えてきた「授

業の流れ」について話合いを行った 「授。

業スタンダード」を活用し、授業の流し方

や手立てについて具体的にした。この２度の相談会を経て、指導案を完成させた。

２ パイロット校の取組内容

＜ざっくばらん相談会＞



（３） 域内授業づくり講演会の開催

福島大学准教授の坂本篤史先生をお招きし、下郷中学校

を会場に授業づくり講演会を開催した 「学び続ける態度。

を育てる『主体的・対話的で深い学び 」という演題で、』

新学習指導要領で大切にしたいことや実践例を通したこれ

、 。からの授業づくりの在り方等について ご講演いただいた

（４） 公開授業研究会の開催

パイロット校Ⅰ 下郷中学校 では １１月１２日に国語科 １年２組 数学科 ２（ ） 、 （ ）、 （

年２組）の２教科を公開し、パイロット校Ⅱ（楢原小学校）では、１１月２２日に、国

語科（２年生 、算数科（４年生）の２教科を公開した。事後研究会では、域内外から）

参会の先生方と「授業スタンダード」を活用した授業改善について協議した。

（１） パイロット校と連携した 「授業スタンダード」の活用、

パイロット校と連携し 「授業スタンダード」を活用した授業実践を行うとともに、、

チェックシートによる評価を生かした授業改善を行った。

（２） 推進教師の活用

町内小・中学校の校内授業研究会の事前・事後研究会において推進教師を活用し、授

業づくりについて一緒に考える機会とした。

（１） 成果

① 「授業スタンダード」を活用した授業づくりを行うとともに、チェックシートによ

る評価を定期的に実施することで、授業づくりにおける課題が明確になり、授業改善

に向けた意識が高まった。授業を改善しようとする意識の高まりによって、授業の質

的向上が図られた。

② 中学校における「タテ持ち 、小学校における「教科担任制」を行ってきたことに」

より、内容の系統性を踏まえた指導を行うことができ、授業の充実につながった。ま

た、学年の枠を越えた児童生徒理解につながり、教師のチーム力が高まった。

③ 小・中一体となった授業研究会を開くことで、小学校、中学校の教員が互いに授業

を参観する機会をもつことができ、指導内容や方法、生徒指導面での連携など地域の

児童生徒をバックアップする体制を整えることができた。

（２） 今後の課題

① 「タテ持ち」や「教科担任制」を充実させていくためには、指導の内容や方法など

について共通理解を図り、情報交換をしていくことが必要である。そのための時間確

保の工夫が課題である。

② 「授業スタンダード」の活用を更に充実させ、小学校と中学校で授業づくりについ

て共に研修を進める機会を確保するなど、小・中の連携を一層深めていきたい。

４ ３年間の取組から見えた成果と課題

３ 推進協力校の取組内容

＜域内授業づくり講演会＞

（様式１）


